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井貴子さんと気象衛星「ひまわ
り」についてのパネルディス
カッション、講義やゼミなどで
宇宙に関する様々な仕事や数百
にも及ぶ日本の宇宙開発企業を
学生に紹介したことが要因の一
つと思います。最近話題となっ
た小惑星探査機「はやぶさ」、
金星探査機「あかつき」、宇宙
ステーションでの日本の宇宙飛
行士の活躍、ニュートリノ振動
の発見によるノーベル賞、アイ
ンシュタインが予言した重力波
の発見などに日本の多くの企業
が関わり、企業の活躍なくして
これらの成果はあり得なかった
ことを学生に伝えました。さら
に「宇宙兄弟」や「下町ロケッ
ト」などで企業が宇宙開発に大
きく関わっていることが報道さ
れることで、宇宙の仕事が身近
になり学生の意識に変化があっ
たものと推測します。市民から
「宇宙は夢があっていいです
ね」とよく言われていたのです
が、気象衛星やGPS衛星、地震・
津波・火山・台風・土砂災害等
で報道される衛星からの画像、
GoogleMap/GoogleEarthなど、
私たちの生活に宇宙が密接に関
わるようになることで、最近は
このようなことを聞かなくなり
ました。宇宙科学技術や宇宙開
発が私たちの社会に浸透しその
詳細な活動が認識されたこと
と、宇宙に関する様々な活動を
宇宙科学者や技術者が積極的に

「宇宙と環境と情報」

システム情報学科　教授
渡部　重十

　本学の教育研究の一つ「宇宙
と環境と情報」を推進するため
に、2013年度に宇宙情報システ
ムコースが経営情報学部システ
ム情報学科に設置されました。
2014年度に宇宙情報センターも
設置され、産学官連携による教
育研究が実施されています。
2017年度から経営情報学部シス
テム情報学科宇宙情報専攻とし
て、ICTを活用した実践的な宇宙
開発に関する教育研究を産学官
連携により実施します。
　2016年度に宇宙情報システム
コースの第1期生は卒業研究に期
待と不安を持って取り組みま
す。学生の最初の質問は、「宇
宙を勉強して働くところはある
か？」、「卒業しても宇宙で働
くところはないのでコースを変
えた方がいいと両親から言われ
た。宇宙に関わる仕事はある
か？」でした。20年以上前から
何度となく聞かされている質問
です。しかし、昨年からこのよ
うな質問を受けることが少なく
なってきました。2014年に宇宙
飛行士の若田光一さんと「宇宙
の仕事」をテーマにしたパネル
ディスカッション、2015年に菅
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サーを取り込んだコンピュータ
システムであり、本学の講義や
実習に出てくるICTが使われてい
ます。宇宙開発は常に共同開発
であり国際的な取り組みです。
宇宙を学んだ学生は就職に困ら
ないと言われているのは、全体
を常に俯瞰し最新技術を取り入
れるという姿勢や意識、感覚を
経験しているからです。
　宇宙科学技術や宇宙開発に関
する講義や実習は、本学の様々
な講義の実践であり具体的であ
ることから、学ぶ理由を見出し
やすく学習意欲が比較的高いの
ではないかと思います。講義は
面白くあるべきであり、学ぶ理
由と学ぶ習慣を常に意識させる
ことが教員の仕事だと思いま
す。講義室では、教員はエンタ
テイナーでなければならないと
いうのが私の信念です。宇宙の

社会にオープンにしたことも原
因と考えています。
　私は、惑星探査機の開発仲間
で決めたことがあります。それ
は、「失敗しても隠さずに全て
を国民に知らせよう」というこ
とです。「はやぶさ」や「あか
つき」は、技術的に失敗だった
のですが国民からはがんばれと
いう応援ばかりで、非難を受け
たことは一度もありません。こ
の応援が、私たちの意気込みを
さらに加速させることになりま
した。
　宇宙開発は、コンピュータ、
センサー、情報処理の発展と密
接に関わっています。ビッグ
データ、IoT、データマイニン
グ、高品質高信頼システムとい
う最近の概念は、宇宙開発で自
然に使われていました。人工衛
星や惑星探査機は様々なセン

講義は難しいので高校の理系ク
ラスでお願いしますと今でもよ
く出前授業で依頼されます。し
かし、難しいことを分かりやす
く伝える、最先端の科学技術を
小学生にも分かるように伝え
る。その時の生徒の目の輝き、
終わることのない質問を受けた
とき、大きな充実感がありま
す。大学での講義も同様である
はずです。
　情報社会の発展とともに、
様々な情報を簡単に取得できる
ようになりました。正しい情報
あるいは必要とする情報を判断
する能力が必要になってきまし
た。情報は人と人の結びつき、
人と社会の結びつきに利用され
ています。豊かな生活と社会で
活躍できる人を育てる本学の目
標に、私は少しでも貢献したい
と考えています。

2014年10月25日（土）宇宙飛行士　若田光一さんとの
パネルディスカッションの様子

2015年8月1日（土）気象予報士　菅井貴子さんとの
パネルディスカッションの様子
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EDUCAUSE 2015 視察報告
　

情報メディア学科　教授　山北 隆典

１．はじめに
　秋も深まりゆく平成27年10月26日（月）、EDUCAUSE 
ANNUAL CONFERENCE 2015に参加すべく、新千
歳空港から米国インディアナポリスへ向けて、旅立
ちました。久々の米国出張のうえ単独の渡航という
ことで、大きな不安を抱えつつ機上の人となりまし
た。
　インディアナポリスは五大湖の南に位置している
インディアナ州の州都です。今回は新千歳空港か
ら、成田空港、シカゴ・オヘア空港を経て、インデ
ィアナポリス国際空港まで、およそ20時間の旅とな
りました。人口は80万人ほどのようですが、こぢん
まりとした印象を持ちました。日本人にとってはイ
ンディ500という自動車レースの開催都市として有
名でしょう。

２．EDUCAUSE
　EDUCAUSEは、IT（情報技術）の利用を促進す
ることによって高等教育を進歩させることを使命と
する米国のNPO（非営利団体）です。1800を超える
高等教育機関や300を超える企業が会員となってい
ます。日本では同様の組織として、「大学ICT推進
協議会（AXIES）」があり、日本版EDUCAUSEと
も呼ばれています。こちらは89高等教育機関、55企
業が会員となっています（2016年2月1日現在）。本
学は双方の組織の会員となっています。
　そのEDUCAUSEが繰り広げている様々な活動の
一つが、今回参加したANNUAL CONFERENCEで
す。この会議には高等教育機関の教育者のみなら
ず、教育機関のCEOやCIO、ICTエンジニアといっ
た幅広い背景を有する人たちが全米はもとより、世
界各地から参加しています。本学からはここ数年
間、全学教務・FD委員会のもと、教員を派遣してき
ました。これまで、様々な知見を持ち帰り、本学の
教育研究に生かされていることは周知の通りです。

３．EDUCAUSE 2015の概要
　2015年度のANNUAL CONFERENCE（EDUCAUSE2015
と略します）は、10月27日（火）～10月30日（金）
の日程で開催されました。会場はインディアナポリ
スの中心街にあるIndiana Convention Centerでした

が、非常に広い会場でした。参加者は全50州、42カ
国から4000名程度、参加企業が1500社以上とのこと
でした。参加者については例年7000名を超えるとの
報告も目にしますので、実際にはより多くの人たち
が参加していたのかもしれません。
　プログラムは、多くの国際会議と同様に、初日に
セミナーが組まれ、2日目以降が本会議でした。セ
ミナーは、半日・終日を合わせて25件、基調講演が
3件、一般講演は約270件ありました。その他、ポス
ター発表がおよそ50件、企業展示が300件以上とい
う大規模なものでした。
　以降に参加したプログラムからいくつかを紹介い
たします。

Indiana Convention Center

オープニングセレモニーの会場



４．Active Learning関連
　現在、アクティブラーニングへの取り組みが盛ん
に実践研究されていますが、「Bigger Can Be Better: 
Designing Large Classrooms to Support Active 
Learning」というセミナーを受講しました。大教室
でアクティブラーニングを支援する講義室のデザイ
ンについて議論するセミナーでした。はじめに、学
習空間設計の方針として、以下の点を紹介していま
した。
１．Academic Challenge（個別・協調作業を変え
ていく）

２．Learning with peers（他の学生との協調を促
進する）

３．Experiences with faculty（教員と学生の物理
的な距離や障壁を減らす）

４．Campus environment（大学の文化、標準的
なあり方に沿って）

５．High Impact Practices（インパクトのある実
践を支援する）

　その後、設計のポイントを4種類に分類し、自分
の大学ならどれを選択するかについて、それぞれの
長所と問題点を列挙しつつ、各テーブルで議論しま
した。
１．Be collaborative in existing large classrooms
（ポスターを使った議論の例）

２．Modify large classrooms to better support 
collaboration（振り返ることができる椅子、
自然光、マイクの例）

３．Rethink large classroom design（階段教室に
テーブルの例、ステージの例）

４．Create large Active Learning Classrooms（書
ける壁、Ｙ字型テーブル、個別マイク）

　なお、参加したテーブルでは、結局は経費の問題
がネックになることで大きな改革は難しいという結
論に落ち着いてしまいました。

５．VR、MR関連
　2016年はVR、MR（Mixed Reality）の年になる、

という触れ込みで一般講演「Wearable Tech and 
Augmented Vision: Pedagogy in the Future」とセ
ミナー「Augmented Minds, Smart Bodies: Wearable 
Tech Enters the Academy」がありました。一般講
演では立ち見（実際には床に座り込んで聴いていた
のが米国らしい？）もでるなど非常の多くの参加が
ありました。
　Oculus、Samsong Gear VR、Google CardBord、
smart watch、Wove Band、Microsoft Holo Lens、
Magic Leapなどが取り上げられ、デモ映像も紹介さ
れました。セミナーでも同様の内容でしたが、実際
にGoogle CardBordを体験するコーナが持たれまし
た。手持ちのスマートフォンと手作りの装置でお手
軽にVRが体験でき、情報技術への興味・関心を持た
せるには都合の良いツールだと感じました。出前授
業などには使えるかもしれません。ただし、教育へ
の活用場面という点では、新鮮味は感じられません
でした。

６．CBE関連、一般講演3件
　CBEとはCompetency Based Educationのことであ
り、学生の能力をコンピテンシーの取得によって判
断する教育手法のことです。以下の３件の一般講演
に参加しました。
・Innovating within Constraints: Two Higher 
Education CEB Design Stories
・Leveraging Your Existing LMS to Deliver 
Competency-Based Programs
・Advancing a New Era of Competency-Based 
Education

　米国では、学生に一定のコンピテンシーが備わっ
ていると判断した時点で学位を授与する教育機関が
出てきているそうです。ただし、実際には連邦奨学
金の受給資格を得ている大学はきわめて少数である
一方で、従来のように講義を受講しつつ、学習進度
の測定にコンピテンスの概念を用いている教育課程
は多く存在しているとのことです。
　Southern New Hampshire UniversityのCollege for 
America（CfA）と呼ばれるオンライン大学の事
例、質の高いCBEの開発を目的とするC-BEN 
（Competency-Based Education Network）と呼ば
れる研究ネットワークの取り組みについて紹介して
いました。
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７．その他のイベント
　EDUCAUSEには300を超える企業が会員となって
いるため、展示会も大規模なものでした。また、会
場内にはポスターセッションのスペースとラーニン
グシアターといって、企業が提案する未来の高等教
育の実演が行われているスペースも設けられていま
した。
　なお、その傍らにはランチ会場が用意されていま
したが、昼時になると参加者の多くが続々と集まっ
てきて、さながらオープニングセレモニー会場が移
動してきたようでした。この光景だけで、「おなか
一杯！」といった雰囲気でした。
　大人数に飲み込まれてくたびれてしまったときに
は、“Uncommon Thinking for the Common Good” 
とスローガンが書かれたEDUCAUSE Centralでソフ
ァに腰を下ろしたり、コーヒーを飲みながらくつろ
いだりして、鋭気を養いました。

８．まとめ
　4日間の中に多くの内容が盛り込まれており、消
化不良の状態ですが、今後のFD活動に生かしていけ
るよう、有用と考えられる情報の共有に努めていこ
うと考えています。

　インディアナポリスは自動車レースだけではな
く、NFL（アメリカンフットボール）やNBA（バス
ケットボール）のプロチームの本拠地であるととも
に、リンカーン大統領やキング牧師ともゆかりの深
い街であり、小さいながらも見所の多い街でした。
さて、来年のEDUCAUSE2016は、2016年10月25日
～28日にカリフォルニア州アナハイムで開催される
予定です。これまでに参加した方から規模の大きさ
については伺っていましたが、会場の広さ、参加人
数、基調講演の演出の派手さ加減は、日本国内では
体験できないものでした。我と思わん方は今から声
を上げておくことをお勧めします。
　最後に、このような機会を与えていただき、冨士
学長、関係各位の皆様に感謝いたします。

参考文献等
・EDUCAUSE Homepage、http://www.educause.edu
・大学ICT推進協議会、https://axies.jp/ja
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ダウンタウンにあるプロスポーツ施設

次回はカリフォルニア州アナハイム



学生FDサミット2015夏　参加報告

医療情報学部　医療情報学科　工藤 奈那

　私は2015年9月2日木曜日から二日間に渡り追手門
学院大学で開催された「学生FDサミット2015夏　学
生FDしていますか　～本当に大学が“よく”なって
いる！？～」に参加しました。
　北海道からは北海道情報大学の他に、小樽商科大
学、札幌大学、札幌学院大学、北翔大学、北海道医
療大学が参加し、全国の64の大学から約500名が集
まり、教育改善について議論する「FD」の活動は、
本当に大学を良くしているのか、自己満足で終わっ
ていないのか、在校生は変化に気がついているのか
等について、グループワークを通じて話し合いまし
た。
　サミットの内容は、以下の通りです。

＜9月2日木曜日＞
10時00分～　オープニング
11時40分～　昼食・アイスブレイク
13時00分～　他大学の事例発表
14時15分～　パネルディスカッション
16時10分～　1日目の振り返り
16時45分～　懇親会

＜9月3日金曜日＞
10時00分～　オープニング
11時20分～　しゃべり場①
13時50分～　しゃべり場②
15時00分～　アクションプラン
16時10分～　フィナーレ

　1日目のアイスブレイクでは、様々な大学で構成
されたグループで昼食を取りながら自己紹介を含め
交流を行いました。
私のグループには、日本大学、長崎大学、嘉悦大学
の学生と、熊本学園大学の職員の方がいました。そ
れぞれの大学のFDではどのような活動を行っている
かを発表したあと、趣味について話し合ったり、と
ても楽しい時間でした。

　パネルディスカッションでは、「本当に大学が
“よく”なっている！？」というテーマのもと、学
生主体のFD活動に対し、教員はどのように関わるべ
きか、熱いディスカッションが繰り広げられまし
た。
　ある大学の教員の方が「教員が学生FDの定義をあ
る程度作り、FDの活動が仕事化とならないよう学生
と一緒にやり抜く気持ちが必要である」と話されて
いたことが印象に残りました。

　2日目のしゃべり場①では、活動年数が2年以上と
2年未満のグループに分かれ、「私たちが大学をよ
りよくするためには」というテーマのもと、大学生
活を送る上で問題となっていることを全てポストイ
ットに書き出し、その問題に対してどのような改善
を行うと良いか話し合いをしました。
　特にシラバスの利用方法について、多くの学生は
「この時間が空いているからこの科目を取ろう」と
いう気持ちで履修科目を選択しており、自分の興

26

▲アイスブレイクで一緒になった方々

▲しゃべり場の様子



味・関心で科目を履修していないことが問題として
挙げられました。この問題に対して私たちのグルー
プでは、シラバスの中に自分の関心のある分野に関
係する科目はどのようなものがあるか分かる「一覧
表」あるいは「検索機能」または、一年次・二年次
に「自分は何に対して関心があるのか」を考える授
業があっても良いのではないか、という意見が出ま
した。
　しゃべり場を行うことで、問題となっていること
は各大学同じようなことであることが分かりまし
た。また、しゃべり場では、出た意見に対して否定
してはいけないというルールがあり、発言しやすい
環境のもと、進めることができました。
　アクションプランでは、各大学がこの二日間のサ
ミットを通じて何を学び、大学に帰り何を行うか発
表をしました。
　私は、「味方をつくる」というテーマを挙げまし
た。北海道情報大学の学生FDの知名度はまだまだ低
く、様々な活動を行うことで存在をアピールし、味

方を一人、二人、三人と増やしていきたいという思
いを込め、このテーマを皆さんの前で発表しまし
た。恐らく、学生FDの存在を知らないだけであっ
て、大学をより良くしたいという気持ちを持った人
は他にも大勢いるかと思います。そのような気持ち
を持っている方に向けて、どのような活動を行って
存在を知ってもらうか、今後、北海道情報大学の学
生FDで話し合いを行いたいと考えています。
　二日間のサミットを通じて、私は「学生FDとは、
自分がやりたいことをできる場所」ということを改
めて実感しました。それぞれの大学の特色を活かし
たFD活動を行っていることを学び、北海道情報大学
の特色は何かをもう一度考え、教職員の方からサポ
ートをして頂きながら、今後、学生FD活動を積極的
に行っていきたいです。
　学生FDサミットに参加するにあたり、手厚いサポ
ートをして下さいました、北海道情報大学教務課の
岩本様をはじめ関わって下さった皆様、本当にあり
がとうございました。
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アントレプレナーシップセンター
米国調査報告

　

情報メディア学科　教授　安田 光孝

　2015年10月31日から11月9日にかけて、本学アン
トレプレナーシップセンター　センター長の谷口文
威准教授とともに米国へ視察・調査に行ってきまし
た。目的は主に3つあります。ひとつは、米大学の
アントレプレナーシップセンターを視察し、カリ
キュラムや運用モデル、ハード・ソフトの環境等を
調査すること。ふたつめは、アントレプレナーシッ
プと親和性が高いと言われている「デザイン思考」
教育が米国でどのように行われているのかを実際の
目で確かめること。そして、米国での大学教育がど
のように変化してきているかをつかむこと。３つめ
は、シリコンバレーで日本人の起業家やエンジニア
にインタビューし、どのような若手人材がいま、求
められているのかの知見を得ることでした。主な訪
問先は、マサチューセッツ大学ボストン校
（University of Massachusetts Boston）、オーリン
工科大学（Olin College of Engineering）そして、ス
タンフォード大学dスクール（Institute of Design 
School at Stanford）の3校です。オーリン工科大学
とキャンパスを隣接するバブソン大学（Babson 
College）にも視察を打診しましたがうまく調整が取
れず、ビジネススクールの見学だけとなりました。
また、マサチューセッツ工科大学（MIT）の
MEDIA LABも見学してきました。サンフランシス
コではFinTech（FinanceとTechnologyを掛け合わ
せた造語）系のアプリを開発する日本人若手エンジ
ニアにインタビューを行うことが出来ました。以
下、それぞれの訪問先ごとに報告していきます。

マサチューセッツ大学ボストン校（11月2日訪問）
　マサチューセッツ大学ボストン校は、学生数
12000人規模の州立総合大学で、マネージメント学
部にアントレプレナーシップセンターを設置してい
ます。今回の訪問では、アントレプレナーシップセ
ンターのディレクターであるGeorge Kassas氏がホス
ト役を務めてくれました。はじめにJorge Haddock

学部長より、アントレプレナーシップセンターの目
的とプログラムについて説明を受けました（図
1）。この大学では、アントレプレナーシップセン
ターとVenture Development Center（VDC）と
で、役割を分けているとのことでした。アントレプ
レナーシップセンターでは、起業に必要な基本的な
知識を提供する講義を複数用意しており、学部学科
問わず、起業に興味のある学生が講義を取れるよう
になっています。一方、VDCは、具体的な起業のサ
ポートを担当し、卒業生とのネットワークづくりや
メンターの紹介、資金調達のアドバイス、ベン
チャーキャピタルとの接続、オフィスやワークス
ペースの提供などを行っています。
　アントレプレナーシップセンターはIntegrated 
Sciences Complex（ISC）という分野横断を目的と
した新しい建物の中にあり、そこでは専門の異なる
学生や教職員が行き来していました。ほか、ブルー
ムバーグ・トレーニング・ルームに案内され、株式
売買のシミュレーションプログラムについて説明を
受けました（図2）。（帰国後分かったことです

図1　左奥から、Haddock学部長、Kassas氏
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図2　ブルームバーグ・トレーニング・ルーム



が、このシミュレーションプログラムは日本で東京
大学と大阪電気通信大学が導入しています。）ま
た、Venture Development Center（VDC）にも足
を運び、ちょうど開催されていたFinTechのセミ
ナーを聴講することもできました。
　マサチューセッツ大学ボストン校では、ほぼ1
日、George Kassas氏らとアントレプレナーシップセ
ンターに関する意見交換ができ、有益な情報を得る
ことが出来ました。本学からも谷口センター長が、
本学アントレプレナーシップセンターの成り立ちと
今後のロードマップについて説明をしました。この
訪問で、George Kassas氏より本学とのMOU（学術
交流協定）の可能性について打診があり、帰国後、
MOUを締結しました。

オーリン工科大学（11月3日訪問）
　オーリン工科大学は、特にイノベーション教育に
おいて世界的に注目を浴びている大学です。学生数
350人という私立の小さな単科大学ですが、次世代
を担うイノベーション人材を育成する目的でゼロか
ら設計され、1997年に設立されました。その後、す
ぐには学生を集めず、5年の準備期間を経て2002年
から学生受入を開始した先進的な大学です。工科大
学にも関わらず、半分が女性というのも特徴のひと
つになっています。
　今回の訪問のやり取りは事務の方が対応してくれ
ましたが、全世界から視察が訪れているためか、手
慣れた様子で訪問プログラムを我々に用意してくれ
ました。はじめにJason Woodard准教授にインタ
ビューを行いました（図3）。オーリン工科大学の

成り立ちや、教育ポリシー、そして、具体的な取り
組みについて伺いました。また、在学生の起業家精
神について説明を受けました。この大学にはアント
レプレナーシップセンターなる施設はないのです
が、講義には起業家的な行動とスキルが身につくよ
うな内容が多く埋め込まれているとのことでした。
そもそもここに来る学生の資質として既に起業家精
神は旺盛にあり、いわゆる有名な大学を選ばず、自
分のやりたいことをするためにこの大学を選んだ学
生が多いようです。そういった学生は既に精神とし
ての起業家意識は備わっていると話していました。
具体的に起業について学びたい場合は、隣接する提
携校であるバブソン大学で講義を取ることが出来ま
す（図4）。バブソン大学はアントレプレナーシッ
プ分野において全米でスタンフォード大学と1、2位
を争うビジネススクールを持つ大学です。私も以
前、米国に留学する際、候補の一つにあげていた大
学です。オーリン工科大学は、このバブソン大学の
アントレプレナーシップ教育を見込んで、そのとな
りに工学に特化した大学を設置したわけです。今回
はあいにく、教職員にインタビュー等出来ませんで
したが、ビジネススクールの建物と教室の見学は出
来ました。やはり、ここでもデザイン思考の影響は
強いようで、「Design Zone」というワークスペース
があり、グループワークが出来る環境がありまし
た。
　話をオーリン工科大学に戻します。インタビュー
の後、学生2名に学内を案内してもらいました（図5）。
ひとりは日本にも住んだこともあるハーフの女子学
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図3　Woodard准教授

図4　バブソン大学はすぐとなり



生で、日本語でも説明をしてもらいました。オーリ
ン工科大学のプログラムはデザイン思考を取り入れ
た極めて実践的な内容となっています。ロボット設
計の講義を聴講させてもらいましたが、各チームに
予算2万円程度があてがわれ、その範囲の中で課題
解決のための最適なロボットを設計・制作せよとい
うものでした（図6）。幼稚園児向けの玩具を設計
し、実際に園児たちを大学に呼んで審査員になって
もらう講義もあるといいます。また、知識よりも問
題を発見する方法を教える課題が多く、芝刈り機を
分解して、それぞれの部品の成分が環境汚染にどの
ようなインパクトを与えるのか調べさせる課題など
もありました（図7）。また、企業との連携も強
く、プロジェクトやインターンなどの募集チラシが
廊下に所狭しと貼ってあります。学生はSCOPEと呼
ばれる工学系のプロジェクトと人文科学系のプロ
ジェクトの2つをこなすことが卒業の要件となって
います。そして、そういったすべての講義やプロ
ジェクトの活動成果がポスターにまとめられ、廊下

に貼りだされていました（図8）。これらの展示物
から学生は大いに刺激を受けるようで、特に上級生
がどんなことを学んで、どういうアウトプットを出
したかは気になる点のようです。また、学外からの
訪問者にとって、この大学がどんなことをやってい
るのかが、これらの展示により明白となっていま
す。これは、我々北海道情報大学でも実践できそう
です。
　オーリン工科大学で印象に残っているのは、Jason 
Woodard准教授がおっしゃっていたことです。彼は
他の大学から最近移ってきた若手の教員でしたが、
オーリン工科大学に来て特に驚いたことに、とにか
く学生と教員との距離が近く、互いにコミュニケー
ションを密にかつ、フランクに取っていることをあ
げていました。そのため、「毎日学生との打ち合わ
せだけで時間が過ぎていくが、その打ち合わせが学
生にとって一番の学びになるようだ。教員は学生の
自由な学びに対し、メンターとなり、創造性を最大
限発揮させるためにあらゆる阻害要因から学生をプ
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図5　学生2人に学内を案内してもらう

図6　ロボット設計の授業風景

図7　芝刈り機を分解したものが飾ってある

図8　プロジェクトのポスター群



ロテクトする。それが教員のやるべきことだ」と
おっしゃっていました。また、おもしろいアイディ
アだと思ったのは、学食にステージがあり、そこで
企業の人が学生向けに求人のプレゼンをすることで
した（図9）。オーリン工科大学では食事代は学費
に含まれているため、ほとんどの学生は学食でラン
チを取ります。つまり、学食は多くの学生に情報提
供をするための最適な場所となっています。これも
我々でも応用できそうです。

スタンフォード大学dスクール（11月6日訪問）
　dスクールは、正式にはHasso Plattner Institute of 
Design at Stanfordという名称で、2005年にデビッ
ト・ケリーというスタンフォード大学の機械工学部
教授が設立したデザイン研究所です。デビット・ケ
リーは、IDEOという世界的なデザインコンサル
ティング会社の共同創設者でも有名ですが、その
IDEOでの実務的な経験を元に生み出した「デザイ
ン思考」という概念がdスクールの根幹となってい
ます。dスクールは、単なるデザインを学ぶところ
ではなく、デザインの考え方を体系的に教え、それ
を他分野の問題解決手法として取り入れ、広げてい
く発信基地のようなものになっています。dスクー
ルでは、学部学科に関わらず、学生も教員もが授業
を受けることが出来ます。しかし、学位は付与され
ません。また、K12と言われる幼稚園から高校まで
の教職員にもプログラムを提供しています。
　さて、dスクールでは、ほぼ毎週、見学ツアーが
用意されており、我々はそれに参加する予定で訪問
スケジュールを組みました。しかし、ボストンにつ

いた日に「ツアーはキャンセルするけど、Selfで見
学していいよ」とのメールがありました。どうなる
ことやらと思いましたが、行ってみたらスタッフの
部屋以外は自由に見学できるオープンな施設でし
た。ちょうどその日は、K12の教職員向けにデザイ
ン思考のワークショップが行われており、聴講する
ことが出来ました（図10）。休み時間にそのワーク
ショップの講師をしていた女性に簡単なインタ
ビューが出来ました（図11）。受講生は全米から来
たK12の教職員であり、このワークショップを終え
たら、それぞれの学校に戻り、デザイン思考をそれ
ぞれの学校の授業に取り入れるということです。つ
まり、米国では幼稚園からデザイン思考を取り入れ
た教育がなされることになります。
　2階に上がると他の教室でも講義が行われていま
した。特徴的なのは教室の設備でした。ホワイト
ボード、テーブル、椅子だけでなく、ソファ、プロ
ジェクター、備品箱などあらゆるものに車輪が付
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図10　K12ワークショップ

図11　dスクールの講師にインタビュー

図9　学食にあるステージ



き、移動式になっています（図12）。また、それぞ
れが場所を取らずにコンパクトにしまえるように
なっています。工作工房も備わっており、すぐプロ
トタイピングが出来るよう様々な工具と工作材料が
整備されています（図13）。そして、ありとあらゆ
る場所にホワイトボートとともに付箋が貼られ、ク
リエイティブでアイディアが溢れている雰囲気が施
設全体にみなぎっていました。この雰囲気こそがd
スクールの最大の魅力でしょう（図14）。
　このdスクールを日本風にアレンジしたのが東京
大学のiスクールです。「i」はイノベーションの
「i」ですが、デザイン思考と同じ考え方で日本のイ
ノベーション教育の中心となっています。

サンフランシスコの日本人エンジニア
　谷口センター長の知り合いで、サンフランシスコ
で、WebPayという決済サービス（既にその時は
LINEPayに吸収されていた）の開発を行っている浜

崎氏にインタビューすることが出来ました（図
15）。彼は、もともと日本でエンジニアをしていま
したが、なにか新しいことをやりたいということで
2012年にシリコンバレーに渡り、キャリアを積んで
きた30代前半の若者です。シリコンバレーにも通じ
ており、よく行き来しているとのことでした。聞い
てみるとシリコンバレーにはあまり日本人は多くな
く、サンフランシスコのほうが多いようです。しか
し、合わせても50人程度の日本人しかいないよう
で、コミュニティとしては大きくはありません。私
が見た限りでもインド人はもちろん、他のアジア
人、特に中国や韓国の人が多く感じました。浜崎氏
はシリコンバレーに来て、起業を目指す、或いは、
エンジニアとして活躍するという志を持った日本人
の若者は多くないことを指摘していました。
　具体的に大学でどんな教育が必要かを聞くことは
出来ませんでしたが、日本人の開発スキルが特に
劣っているわけではなく、日本を離れて仕事をする
という概念自体が日本の若者にはないのではないか
ということでした。ただし、シリコンバレーに来て
いる少数の日本人は優秀な人材が多く、多くのIT系
企業で要職を得ているということです。

視察を終えて
　今回の視察・調査の成果を本学アントレプレナー
シップセンターの活動や本学のカリキュラムにも取
り入れていきます。まず、本学アントレプレナー
シップセンターの環境整備を行い、学生を積極的に
招き入れます。そして、デザイン思考を取り入れた
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図14　クリエイティブ感あふれるスタジオ図13　整理された工具、材料、廃材

図12　移動式のソファと整理された椅子やテーブル



ワークショップを本学メディア・クリエイティブ・
センターとともに来年度（平成28年度）開催する予
定です。そのために私は、東京大学i.Schoolのファシ
リテータ向けのプログラムと一般社団法人デザイン
思考研究所のデザイン思考ワークショップに参加し
てきました。ほかにも、先端経営学科の「ビジネス
プラン」の授業と連携した形で、学内外のビジネス
コンテスト参加をより活性化する予定です。また、
平成29年度のカリキュラム改訂で、情報メディア学
科に「デザイン・シンキング」という科目を設置し
ます。
　個人の感想としては、今回の視察・調査で、米国
はアグレッシブにというより、淡々とそして戦略的
に大学教育の価値観をシフトしようとしていること
を大いに感じました。アジア・アフリカ諸国が世界
の工場となり、裕福になって巨大なマーケットを形
成する一方、日本では少子高齢化が進み、人口も減
少し始める状況にあります。そして、AIやロボット
が人間の仕事を代替しはじめている時代。このよう
な状況で、先進国での教育に求められていることも
ドラスティックに変わってきています。デザインと
ITはその中でも重要なキーワードとなるでしょう。
米国がその流れに対し、積極的に変化していこうと
している中、日本の大学教育においても今までの伝
統的な価値観を超えた、新しい多様性を産んでいく
べきだと考えます。本学が今後どのような大学であ
るべきかを世界と日本という大局の中で考え、我々
でしか出来ない大学教育というものを見出すことが
重要だと感じています。そのためには我々の価値基

準を一度、リセットし、未来の日本に何が必要かを
見据えたうえで、我々教職員自らが変わらなくては
なりません。それを、このアントレプレナーシップ
センターやメディア・クリエイティブ・センターか
らはじめられればと考えています。
　今回の訪問は、トニー・ワグナーの『未来のイノ
ベーターはどう育つのか（Creating Innovators -The 
Making of Young People Who Will Change the 
World-）』（英治出版刊）という書籍に触発され、
視察先を選定しました。この本には、今回訪問した
オーリン工科大学、スタンフォード大学dスクール
ほか、これから求められる教育がどんなものである
かのヒントについて、詳しく説明がなされていま
す。もし興味を持った方がいらっしゃれば、ぜひご
一読をお薦めいたします。
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図15　日本人エンジニア浜崎氏の自宅にて



バックグラウンド
　2014年２月、穴田教授、谷川教授とともに米
国の３つの学校（アラバマ州フォークナー大
学、テキサス州KIPP、フロリダ州リン大学）へ
「米国の大学等における主体的学びの調査」の
ため訪問しました。リン大学は、北米の大学に
おいてiPADの教育的活用でトップ３に入ると言

われています。
　８ヶ月後、フロリダ州のEDUCAUSE（国際学
会）で、マイク・ペトロスキ教授（Director for 
Faculty Development and Academic Assessment 
Instructional Design）に会い、ペトロスキ教授と
本学でFD講習会とワークショップを開催するこ
とについて話し合いました。ペトロスキ教授は
2015年３月に本学に正式に招待され、FDの１日
コースを開催しました。午前は講習会（「リン
大学のiPadイニシアティブ・iPad利用に関する
リン大学の事例」と「 iPadは2600台もある、ど
うしよう?」）を実施し、午後はワークショップ
を開催しました。
　リン大学は小規模の私立大学であるが、非常
に精力的であり、本学との共通点が多いことも
あり、同日MOUを締結しました。　
　後にリン大学から、アクティブ・ラーニング
の考え方と、実用化の意見交換、日本語および
日本文化の基礎コース策定の支援と、適切なe-

bookの開発支援のために、リン大学訪問の打診
を受け、11月16日、リン大学学長ケビン・ロス
博士からの正式な招待状が、冨士学長宛に届き
ました。それで1月3日（日）から24日（日）ま
でリン大学を訪問しました。

リン大学
　リン大学は1962年（昭和37年）に 成立されま
した。学長のケビン・ロス氏は若く（42才）、
キャンパスの敷地面積は50万m2  (約15万坪）で
あり、米国内Forbes大学ランキングは492位で
す。 一般学部生は1800人おり、夜間の学生と
MBAの大学院生を含めると合計2400人になり、
男女率は52:48です。留学生は全体24％であり96

の国から来ています。 また終身在職権を持つ教
授がおらず, 100人のフルタイムの教員と非常勤
講師が50人います。6つの学部があり、教養学
部、経営学部、航空経営学学課、教育学部、国
際コミュニケーション学部、音楽学部です。
学士号 と 修士学位のコースはそれぞれ25種類
ずつあります。

特徴
リン大学はユニークな特徴がいくつもありま
す。例えば 将来のヴィジョンを見据えて2005年
にLynn2020（リン大学のVISION 2020）を作り
ました。また2012年大統領候補討論会はリン大
学で開き、2013年の秋にiPad Initiativeを始めま
した（学生は全人にiPadを配布しました）。 ま
た入学して１年間は全員、寮生活を送ります。 

リン大学はCIO Magazine's  （IT 雑誌）2014 世
界トップ 技術賞 を受賞しました。また財政に関
してリン大学は元教員、学生の親、もしくは近

隣住民等からの多大な寄付をもらって運営して
おり、特に建築物に使われています。
iPads
2012年に大統領候補討論会が行われたことによっ
て、リン大学内にITインフラが整備されたおかげ
により、学内でのiPad Miniが使える環境となりま

リン大学とのアクティブラーニングについて
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　学生の授業への関与には、様々なレベルや形態が
考えられます。溝上は、学生参加型授業（クリッカ
ー等を使用したり、小テストやミニレポートなどで
理解度を確認したり、コメント・質問などを書かせ
る）、協調/協同学習を取り入れる、各種学習形態
を取り入れた授業（課題探求・問題解決・問題発
見）、PBL（Problem-Based / Project-Based 
Learning）を取り入れた授業、ピアインストラクシ
ョンやTBL（チーム基盤型学習）など、知識定着型
から発展応用型まで様々なALを取り入れた授業形態
［5］を挙げています。ALと言うと、PBLやICTを
活用したものを思い浮かべる人も多いと思います
が、実は意外と我々が普段行っている授業がALだっ
たりします。例えば、小テストを授業中に行った
り、授業の最後に振り返りシートや質問を書かせ出
欠確認したりする先生も多いのではないでしょうか。
　また、本学には、Kaiwa2というクリッカーよりも
便利なwebベースのツールがあります（Lynn大学の
Petroski先生が紹介されたSocrativeやソーラ先生が
紹介されたPoll Everywhereも同様のツール）。こ
のようなICTツールを使用すると、従来の小テスト
や振り返りに比べ即時的に結果を授業に反映できた
り、小樽商大で試みられているような大教室でのダ
イナミックなグループディスカッションが出来たり
しますが、紙ベースの取り組みでも「学生自身が授
業中に考える」という能動的な行為を導き、学習効
果をあげさせようとしている事に変わりありません。
　2002年から担当した認知工学では、ある図書を4-
５名のグループ（約10組）に分担させ、数コマ使っ
て発表をさせました。現在は、授業のコマ数が半減
したのに伴って、この取り組みは止めました。代わ
りに、授業で用いるスライド映像（音声無し）を
POLITEに掲載し、配布プリントの穴埋め箇所を事
前に学習させる簡易な反転授業を行っています。

■反転授業の方法と効果
　情報技術研究講習会では、こうした知識定着型の
反転授業を行うために、簡単にビデオ教材を作成す
る方法を学びました。必要なものは、マイク付きの
ヘッドセット、画面キャプチャソフトと映像編集ソ
フトです。共にフリーウェアが出ており（Screencast-
O-MaticやQuickTime Playerなど）、かなり手軽で
す。制作の肝は、「細かい事を気にしない」ことだ
そうです。授業を反転授業化する際、1コマのうち
30分程度の内容をビデオにします。この程度が予習
に適切な量だそうです。授業中は学生の反応を見な
がらゆっくり解説しますが、ビデオは視聴者が一時
停止したり巻き戻したりできるため、同じ量でも15
分程度に圧縮できます。音声を吹き込む際に、多少
滑舌が悪くても気にせず、一発撮りします。授業中
にもしばしば同様のことが起きるためです。する

と、反転授業の準備は20分程度で済むのです。
　ビデオの内容を授業中に解説してはいけません
（解説すると、予習しません）。予習を課したら全
滅すると思う方もいらっしゃるでしょう。しかし、
既に本格的な反転授業を導入している情報メディア
学科1年必修科目の発想法演習では、200名前後の出
席学生の内9割以上が宿題を提出し、8割は要求水準
を満たしていました。はじめの数回は宿題の提出状
況は良くないものの、学生達は宿題をやってこない
と授業に参加できない事をすぐに学びます。欠席者
は他の科目も大半を欠席している学生達でした。
　調べ物を課す反転授業では、参考文献のURLや着
眼点などを細かく示した指示書が重要となります。
指示書無しで宿題を課すと、壊滅的な状況に陥りま
すが、指示を明確に出すと、しっかりと調べ、自分
なりの考察を行ってきます。
　このような予習によって、授業中に30～60分の余
裕が生まれます。それを使ってグループワーク（以
下、GW）やKAIWA2等を活用したディスカッショ
ンができます。今年度の試みの実感として、進度が
約1.5倍になり、その分、GWの質・量が共に向上し
ました。また、毎回の授業の最後には振り返りシー
トを記入させます。これによって、GWについて自
己評価させるとともに、GWの中身を一人一人が復
習することで知識の定着に繋げます。
　これまでの授業での取り組みを活かしながら、ほ
んの少しの手間で、より効果的に「経験させる」こ
とができます。ぜひお試しください。

■参考文献
［1］チエル株式会社、アクティブラーニングの変

遷と今後のあり方、学校現場のICT活性化マガ
ジンCHIeru.WebMagazine、http://www. 
chieru-magazine.net/magazine/2014-high-mag
azine/entry-3851.html、Apr.9.2014.

［2］Bonwell, Charles C. and Eison, James A., 
Active Learning: Creating Excitement in the 
Classroom, ASHE-ERIC Higher Education 
Report No.1, Washington, D.C., 1991

［3］Kolb, D.A., Experimental learning: Experience 
as the source of learning and development, 
Prentice Hall, Upper Saddle River, 1984

［4］山地弘起、アクティブラーニングを知る（重
要性と課題）、平成27年度FDのための情報技
術研究講習会講習資料、9-32、私情協、2016

［5］河合塾、「学び」の質を保証するアクティブ
ラーニング －3年間の全国大学調査から－、東
信堂、東京、2014
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FDフォーラム開催報告
　

情報メディア学科　准教授　甫喜本 司

１．フォーラムの概要
　2015年度のFDフォーラムは、昨年度と同様に「教
員が変われば学生はもっと変わる？」をテーマとし
て平成28年3月3日13時より本学211教室において開
催されました。日本人の提案力の欠如が国際的に指
摘されていることを背景に、「思考力・判断力・表
現力」や「主体性をもって多様な人々と協働する態
度」を育成することが文部科学省から打ち出されて
から10年近くが経過しました。多様な現代の学生が
この主体性を身につけていくためには、教育する側
にも彼等に働きかけるための様々な工夫を考えてい
くことが避けられなくなっています。本フォーラム
は、教員がこのためのヒントを見つける機会として
実施されました。第一部では学生の主体的な学びの
ためにルーブリック評価を利活用する方法をテーマ
とした講演会が実施され、第二部では今年度の本学
におけるFD活動、及び国際会議と米国調査に関する
報告が行われました。

２．第一部・講演会
　高知大学地域協働学部・大学教育創造センターの
俣野秀典先生を講師にお迎えして、「ルーブリック
をどのように作成し、学生の学びに活用するか －考
え方、方法、新展開－」と題して、学生の主体的な
学びにルーブリックを効果的に活用するための方法
についてご講演をいただきました。
　講義シラバスを作成する際、学習による達成目標
が漠然としていることがあります。このままで学習
の達成度を評価した場合、学習成果に関する測定も
また曖昧になる可能性が高くなります。そこで、評
価を行う前に「何をどこまでできるようになったの
か」という期待される学習効果を具体的、かつ客観
的に示すことにより、学生が学習後に得たものを自
己評価できるようになることが、マトリックス型の
評価尺度（ルーブリック）を導入するメリットの一

つといえます。
　ルーブリックを作成する方法にはいくつかありま
すが、基本的には1）振り返り、2）リストの作成、
3）グループ化と見出し付け、4）マトリックスの作
成の手順で作業を進めていくそうです。一般的には
3段階から5段階のルーブリックが利用されますが、
目的に応じて授業の課題に対応した課題ルーブリッ
ク、授業の到達目標に対応した科目ルーブリック、
ディプロマ・ポリシー（DP）やカリキュラム・ポリ
シー（CP）に対応したカリキュラム・ルーブリック
などがあることが紹介されました。
　ルーブリックを教育の評価尺度として導入し運用
していくためには、具体的で小さな課題からルーブ
リック作成の作業を始めていくこと、課題を提示す
る際にルーブリックを学生へ周知させて説明するこ
と、学生からルーブリックの使い勝手に関するフィ
ードバックを得ながら改訂していくことなどが重要
な点として挙げられました。
　さらに、ルーブリックを同一科目の教員グループ
における評価尺度として導入する際には、ルーブリ
ックを利用した印象や日頃の経験に関する情報交換
（ペア・モデレーション）、シラバスが適切である
かの見直し、さらにはCPやDPとの整合性や体系性
の調整に至るまで検討が必要になるとのお話でし
た。充実したルーブリック評価を整備するために
は、現行のカリキュラムや教育評価尺度を広く見直
す必要があることを示唆しています。しかし逆に言
えば、授業科目のルーブリック評価を整備していく
ことはファカルティを次のステージへ導くことを意
味しています。
　最後に教員へのメッセージとして、学生が学ぶと
大学は活性化すること、ルーブリックは各大学にお
ける教育の質を説明するツールとなること、ルーブ
リックは学生と教員が共に盛り上げていくものであ
るという点が述べられて講演は締めくくられまし
た。フロアからの質疑応答では、ルーブリック評価
を運用する際の問題点の一つとして、履修者の多い
講義では学生とのやりとりにおける負担が大きくな
ることが指摘されました。これに対して俣野先生か
らは、個別へのコメントができるだけ少なくなるよ
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うにルーブリック自体を工夫することで、学生との
やりとりを簡略化することができるとのコメントが
ありました。講演時間内には参加者の間でルーブリ
ックに関して意見交換を行う時間も設けられ、有意
義な講演会となりました。

３．第二部・活動報告
　冒頭、全学教務・FD委員会委員長の冨士隆学長よ
り「主体的学びに導くための実行プラン2016」と題
して、本学における教育改革の現状と将来構想に関
する話題提供が行われました。教育改革について
は、初年次の段階で学生が将来の目標をもち修学へ
のモチベーションを高めていくための教育が必要で
あること、人としてのコミュニケーションやおもい
やりが肝要であることが重要な点として挙げられま
した。また、本学の将来構想であるHIU VISION 
2020のミッションの一つに学生の主体性、すなわち
各自で考えチームとして議論しながら有効な解決策
を導く能力が掲げられている点が強調されました。
　最初に「主体性を身に付ける授業展開」をテーマ
として、本学教員による学生の主体的学びに向けた
教育への取り組みについて、学科、教養教育、国際
コラボレーションの各部門から報告が行われまし
た。藤本先生からは、社会貢献のプロジェクトにゼ
ミに所属する学生を参加させた結果、学生の知識、
スキル、交渉力などに成長がみられたことが報告さ
れました。長尾先生からは、授業中に寝てしまう学
生やグループワークにおいて他の学生に作業を押し
つける学生があらわれることを防ぐために、ディス
カッションを重視した講義方式や評価方式を工夫し
たところ、改善の効果があることが報告されまし
た。奥村先生からは、医療情報学部医療情報学科の
履修モデルが紹介され、江別市内の関係機関や企業
と連携して食品衛生に関する知識や技術を習得する
ための様々な機会を学生へ提供していることが報告
されました。藤原先生からは、実習性の高い講義に
多様な学生が履修する際の評価方法に関する工夫と
その効果について報告がありました。ライアン先生
からは、英語表現授業において能動的に英語を話さ
ざるを得ない状況でコミュニケーションのトレーニ

ングを行う教育方法を開発して実践した結果、人見
知りの学生にも効果があったとの報告がありまし
た。また、穴田先生からは本学の国際コラボレーシ
ョン活動に関する経緯が紹介された後、この活動へ
参加することは単に異文化コミュニケーションの技
術を向上させるばかりでなく、内向きな思考の学生
を外向きな思考へ変えるための貴重な動機づけにな
ることが強調されました。
　引き続き、本学FD委員会のワーキンググループよ
り活動報告が行われました。アクティブラーニング
小委員会のソーラ先生からは、今年度のFD活動に関
する報告とアクティブラーニングルームに関する紹
介がありました。退学率改善委員会の藤井先生と学
生サポートセンターの松尾さんからは、教職員ポー
タルサイト上で学生の退学に結びつく情報を共有す
ることが可能になったとの報告がありました。中村
正巳先生からは、今年度実施された学生面談スキル
研修会への参加状況とその成果について報告があり
ました。学生支援センターの加藤先生からは、ピア
サポートルームやピアサポートスクールによる学習
支援や資格取得支援に関する利用実績について、ま
た外山先生からは、英語のリメディアル教育に関す
る現状と教育実績に関する報告がそれぞれ行われま
した。学生部長の川上先生からはふらっとルームの
業務と活動事例に関して報告がありました。
　上記の各報告に加えて、山北先生から米国で開催
されたEDUCAUSE2015への参加、谷口先生よりア
ントレプレナーシップセンターの設立にかかる米国
調査に関して報告が行われました（詳細については
関連記事を参照）。
　本フォーラムの閉会にあたり、澤井秀副学長から
ルーブリックをはじめとした新しい手法を積極的に
導入し、評価を行いながら新たな展開につなげてほ
しいという点、そしてFD活動について今後とも継続
的に推進してほしいという点が述べられました。主
体的な学生を育てるという目標を達成するために
は、教員と支援体制とがそれぞれの立場から創意工
夫を重ね、地道な努力を続けていくことが必要にな
ります。この意味からも各自がFDの活動を継続する
ことの必要性を強く感じました。
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　学生による授業評価アンケートはFD活動に必要不可欠な情報源です。本学では各期末にWebを使って実施し
ていますが大きな課題がありました。アンケート用紙を使用する方式と比較して回収率が低いことです。数年
来、30%前後という値が続いていました。この懸案の課題に光明が差し始めています。学生へのiPad貸与開始
に連動して授業内でアンケートに回答する方式を導入した結果、回収率が増加傾向に転じ、平成27年度には両
期とも約45%に達しました。全学生にiPadが貸与される新年度も回収率アップをさらに継続したいものです。

ＷＧ１グループリーダー　情報メディア学科　教授　藤井 敏史

編 集 後 記

ＦＤ活動　行事実績（平成27年度後期）

日　　程 行　　　　事

ＦＤ委員会ＷＧの活動実績（平成27年度後期）

ＷＧ名 月例ミーティング等
10/28（水）、11/25（水）、12/22（火）、1/27（水）、

2/25（木）、3/31（木）

12/16（水）

2/22（月）

12/4（金）

10/19（月）、11/16（月）、12/21（月）、1/18（月）、

2/15（月）、3/25（金）

11/20（金）、2/25（木）

11/19（木）、12/17（木）、2/18（木）、3/17（木）

10/20（火）､11/17（火）､1/19（火）､2/15（火）､

3/24（木）

10/22（木）

10/5（月）、11/18（水）、1/20（水）

全学教務・ＦＤ委員会

ＷＧ１（学生による授業評価アンケート）

ＷＧ３（GPAとコンピテンシーの導入）

ＷＧ５（イベント・教育活動支援情報の企画）

ＷＧ８（カリキュラムディベロップメント）

ＷＧ９（Own Teacher制度の導入）

シリアスゲーム教材開発ＷＧ

プログラミング教育ＷＧ

アクティブラーニング小委員会

スタートアッププログラム小委員会

FD Tips Day

後期ピアレビューの実施

全教員対象「アクティブラーニング・セルフチェック」の実施

EDUCAUSE ANNUAL CONFERENCE 2015　参加　

米国　インディアナ州　インディアナポリス

米国コロラド州立大学訪問調査

2015年度第2回新任教員研修会

米国リン大学訪問　アクティブラーニング研究など

平成27年度　後期授業評価アンケートの実施

2015年度北海道情報大学FDフォーラム

9月17日（木）

10月2日（金）

　～12月25日（金）

10月5日（月）

　～10月23日（金）

10月27日（火）

　～10日30日（金）

11月17日（火）

　～11月22日（日）

12月10日（木）

1月4日（月）～１月22日（金）

1月7日（木）～1月27日（水）

3月3目（木）


